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第

回
群
馬
学
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

30『
大
手
拓
次
と
磯
部
温
泉
』
資
料

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
二
日

「
近

代

以

前

の

磯

部

・

磯

部

温

泉
」群

馬
県
立
女
子
大
学

北

川

和

秀

１
．
金
井
沢
碑
（
神
亀
三
年7

2
6

）

【
釈
文
】

【
訓
読
文
】

上
野
国
群
馬
郡
下
賛
郷
高
田
里

上
野
国
群
馬
郡
下
賛
郷
高
田
里
の
三
家
の
子
孫
、
七
世

し
も

さ
の

み

や
け

三
家
子
孫
為
七
世
父
母
現
在
父
母

の
父
母
・
現
在
の
父
母
の
為
に
、
現
在
侍
る
家
刀
自
、

ぶ

も

い
へ

と

じ

現
在
侍
家
刀
自
池
田
君
目
頬
刀
自
又
児
加

池
田
君
目
頬
刀
自
、
又
児
加
那
刀
自
、
孫
物
部
君
午
足
、

め

づ
ら

と

じ

か

な

と

じ

う
ま

た
り

那
刀
自
孫
物
部
君
午
足
次

刀
自
次
乙

次
に

刀
自
、
次
に
乙

刀
自
、
合
せ
て
六
口
、
又

ひ
づ
め

と

じ

お
と

ひ
づ
め

と

じ

む

た
り

刀
自
合
六
口
又
知
識
所
結
人
三
家
毛
人

知

識

に

結

べ

る

人

、

三

家

毛

人

、

次

に

知

万

呂

、

み

や
け
の

え

み

し

ち

ま

ろ

次
知
万
呂
鍛
師
礒
部
君
身
麻
呂
合
三
口

鍛
師
礒
部
君
身
麻
呂
、
合
せ
て
三
口
、
如
是
知
識
に
結

か
ぬ
ち
の

い
そ

べ
の

き
み

む

ま

ろ

か

く

如
是
知
識
結
而
天
地
誓
願
仕
奉

び
て
天
地
に
誓
み
願
ひ
仕
へ
奉
る
石
文
。

の

い
し

ぶ
み

石
文神

亀
三
年
丙
寅
二
月
廿
九
日

神
亀
三
年
丙
寅
二
月
廿
九
日

２
．
『
続
日
本
紀
』

①
上
野
国
甘
楽
郡
の
人
中
衛
物

部
蜷
淵
ら
五
人
に
姓
を
物

部

公
と
賜
ふ
。

か
む

ら

ち
う

え

も
の
の
べ
の
に
な
ふ
ち

も
の
の
べ
の
き
み

（
天
平
神
護
元
・
一
一
・
一
）7

6
5

②
上
野
国
甘
楽
郡
の
人
外
大
初
位
下
礒
部
牛
麻
呂
ら
四
人
に
姓
を
物
部
公
と
賜
ふ
。

げ

だ
い

そ

ゐ
の

げ

い
そ
べ
の

（
天
平
神
護
二
・
五
・
二
〇
）7

6
6

３
．
『
和
名
類
聚
抄
』

碓
氷
郡

飽
馬
安
木
末

石
馬

坂
本
佐
加
毛
土

礒
部
伊
曽
倍

石
井
伊
波
井

野
後

駅
家

浮
囚（

上
野
国
）

４
．
『
吾
妻
鏡
』

・

件

の
御
教
書
、
去
る
月
五
日
西
念
の
住
む
所
、
上
野
国
礒
部
郷
に
到
著
す
。

く
だ
ん

（
建
仁
元
・
五
・
一
四
）1

2
0
1

＊
西
念
は
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
佐
々
木
盛
綱
。
源
頼
朝
に
仕
え
、
平
家
追
討
に
功
績
が
あ
っ
た
。
頼
朝

の
死
後
、
出
家
し
て
西
念
と
名
乗
っ
た
。
建
仁
元
年
、
越
後
の
城
資
盛
が
反
逆
を
企
て
た
と
き
、
幕

命
に
よ
っ
て
上
野
か
ら
越
後
に
軍
を
進
め
、
資
盛
を
破
っ
た
。
時
に
五
十
一
歳
。
没
年
未
詳
。
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５
．
幕
府
裁
定
の
地
図
（
万
治
四
年
）1

6
6
1

《
現
在
知
ら
れ
て
い
る
最
古
の
温
泉
マ
ー
ク
》

６
．
「
諸
国
温
泉
功
能
鑑
」
（
文
化
十
四
年
）1

8
1
7

東
大
関

上
州
草
津
之
湯

東
前
頭
三
枚
目

上
州
伊
香
保
湯

東
三
段
目

上
州
川
原
湯

西
三
段
目

上
州
嶋
の
湯

西
三
段
目

上
州
老
神
湯

勧
進
元

上
州
沢
渡
湯

７
．
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
『
日
本
事
物
誌
』
（
明
治
二
十
三
年
）1

8
9
0

日
本
は
火
山
と
地
震
の
国
で
あ
る
か
ら
、
当
然
な
が
ら
鉱
泉
が
豊
富
で
あ
る
。
日
本
人
は
、
入
浴
を

強
く
愛
好
す
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
充
分
に
活
用
し
て
い
る
。
幾
百
と
あ
る
日
本
の
温
泉
の
中
で
も
っ
と

も
有
名
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
―
硫
黄
泉
で
は
、
草
津
、
蘆
の
湯
、
日
光
の
近
く
の
湯
元
、
那

須
、
塩
原
、
長
崎
の
近
く
の
雲
仙
。
鉄
鉱
泉
で
は
伊
香
保
、
有
馬
、
別
府
。
塩
泉
で
は
、
熱
海
、
磯
部
。

（
「
鉱
泉
」
の
項
）

８
．
島
崎
藤
村
『
芽
生
』
（
明
治
四
十
二
年
）1

9
0
9

そ
の
晩
、
私
は
急
に
旅
行
を
思
い
立
っ
た
。
磯
部
の
三
景
楼
と
い
う
は
、
碓
氷
川
の
水
声
を
聞
く
こ

と
も
出
来
て
、
信
州
に
居
る
時
分
よ
く
遊
び
に
行
っ
た
温
泉
宿
だ
。
あ
そ
こ
は
山
の
下
だ
、
あ
そ
こ
ま

で
行
け
ば
、
山
へ
帰
っ
た
も
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
、
と
考
え
て
、
そ
こ
そ
こ
に
旅
の
仕
度
を
始
め
た
。

９
．
島
崎
藤
村
『
新
生
』
（
大
正
七
年
）1

9
1
8

岸
本
の
足
は
谷
中
の
方
へ
向
い
た
。
彼
に
は
義
雄
の
家
で
用
向
の
た
め
に
待
受
け
る
約
束
の
人
が
あ

り
、
保
養
ら
し
い
保
養
も
し
な
い
で
い
る
あ
の
兄
を
誘
っ
て
磯
部
あ
た
り
ま
で
行
っ
て
見
た
い
と
い
う

心
が
あ
っ
た
。
彼
に
は
ま
た
、
久
し
ぶ
り
で
山
地
に
近
い
温
泉
場
ま
で
行
き
、
榛
名
妙
義
の
山
岳
を
汽

車
の
窓
か
ら
望
み
、
山
気
に
包
ま
れ
た
高
原
や
深
い
谿
谷
に
接
す
る
と
い
う
楽
み
が
あ
っ
た
。
あ
の
塩

分
の
強
い
濁
っ
た
礦
泉
の
中
に
浸
り
な
が
ら
、
碓
氷
川
の
流
れ
る
音
で
も
聞
い
て
、
遠
い
旅
か
ら
疲
れ

て
帰
っ
て
来
た
身
も
心
を
も
休
め
た
い
と
い
う
楽
み
が
あ
っ
た
。

．
岡
本
綺
堂
「
磯
部
の
若
葉
」
（
大
正
五
年
）1

9
1
6

10

磯
部
に
は
桜
が
多
い
。
磯
部
桜
と
い
え
ば
上
州
の
一
つ
の
名
所
に
な
っ
て
い
て
、
春
は
長
野
や
高
崎
、

前
橋
か
ら
見
物
に
来
る
人
が
多
い
と
、
土
地
の
人
は
誇
っ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
停
車
場
に
着
く
と
直
ぐ

に
桜
の
多
い
の
が
誰
の
眼
に
も
は
い
る
。
路
ば
た
に
も
人
家
の
庭
に
も
、
公
園
に
も
丘
に
も
、
桜
の
古
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木
が
枝
を
か
わ
し
て
繁
っ
て
い
る
。
磯
部
の
若
葉
は
す
べ
て
桜
若
葉
で
あ
る
と
云
っ
て
も
い
い
。

お
と
と
し
の
夏
こ
こ
へ
来
た
と
き
に
下
磯
部
の
松
岸
寺
へ
参
詣
し
た
が
、
今
年
も
散
歩
な
が
ら
重
ね

て
行
っ
た
。
そ
れ
は
「
ど
う
も
困
り
ま
す
」
の
陰
っ
た
日
で
、
桑
畑
を
吹
い
て
来
る
し
め
っ
た
風
は
、

宿
の
浴
衣
の
上
に
フ
ラ
ン
ネ
ル
を
か
さ
ね
た
私
の
肌
に
冷
や
び
や
と
沁
み
る
夕
方
で
あ
っ
た
。

寺
は
安
中
み
ち
を
東
に
切
れ
た
所
で
、
こ
こ
ら
一
面
の
桑
畑
が
寺
内
ま
で
余
ほ
ど
侵
入
し
て
い
る
ら

し
く
見
え
た
。
し
か
し
、
由
緒
あ
る
古
刹
で
あ
る
こ
と
は
、
立
派
な
本
堂
と
広
大
な
墓
地
と
で
容
易
に

証
明
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
寺
は
佐
々
木
盛
綱
と
大
野
九
郎
兵
衛
と
の
墓
を
所
有
し
て
い
る
の
で
名
高
い
。

佐
々
木
は
建
久
の
む
か
し
此
の
磯
部
に
城
を
構
え
て
、
今
も
停
車
場
の
南
に
城
山
の
古
蹟
を
残
し
て
い

る
位
で
あ
る
か
ら
、
苔
の
蒼
い
墓
石
は
五
輪
塔
の
よ
う
な
形
式
で
ほ
と
ん
ど
完
全
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
列
ん
で
其
の
妻
の
墓
も
あ
る
。
そ
の
傍
に
は
明
治
時
代
に
新
し
く
作
ら
れ
た
と
い
う
大
き
い
石

碑
も
あ
る
。

．
巌
谷
小
波
、
磯
部
温
泉
に
訪
れ
る
。
（
大
正
十
五
年
）1

9
2
6

こ
ろ

11
《
舌
切
り
雀
》

＊
た
だ
し
、
巌
谷
小
波
「
日
本
昔
噺
」
叢
書
の
第
七
編
「
舌
切
雀
」
は
明
治
二
十
八
年1
8
9
5

刊
。
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